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Forest 通信

森林 インストラクター 2023年 度 （令 和 05年 度 ）資 格 試 験合格の 皆 さま、合 格 お め で

とうござい ます 。森 林 インストラクター 東 京 会 （F IT ）は 、現 在 登 録 会 員 337名 （2023

年 11月 30日 現 在 ）で、東 京 を中 心 に 、 25年 以 上 に わ た り幅 広 い フィー ル ドで活 躍

してい ます 。活 動 の 詳 しい 内 容 に つ い ては 、 F ITホ ー ム ペ ー ジを ご参 照 くだ さい。

東 京 都在住の新合格者は 、以 下の 皆 さまです 。皆 さまの ご入 会 を心 よりお 待 ちし

てお ります 。

川 村 貴 之 倉 田 光 生 小高 野 土香 五 島 和 歌子 近 藤 昭久

齋藤 均 境 翔悟 坂井晋平 塩澤啓美 志村久寿

関﨑宜史 竹内芳仁 遠山は な 舩山亜希 松井紀尚

松本 晃 間庭 浩 水上和子 森 和子 森 栄

山﨑伊織 和田 陽一 22名 （敬 称 略 ・五 十 音 順 ）

（この名簿はFITが入会説明会に使用することを限定に、（一社）全国森林レクリエーション協会より提供されたものです。）

★ 2024（令 和 6）年 新 年 会
（新 年 観 察 会 ・新 年 懇 親 会 ）の ご案 内

合 格 おめ でとうござい ます！ !

１．開催日 ２０２４（令和６）年１月１3日（土）

２．新年観察会（会場 国営昭和記念公園） １３時００分～１５時１５分

集合・受付場所： １２時３０分～１３時００分

「水鳥の池」東側「眺めのテラス」 ＪR西立川駅下車

３．新年懇親会：１６時００分～１８時００分

立川ベースボール（立川市２－３１－１５）JR立川駅北口徒歩１０分

4. 会費６，０００円（予定）

1年間の研鑽の成果を発表する場です 会員の皆さま 奮ってご参加下さい

新合格者 F IT入 会 説 明 会

(1) 会 場 花 み どり文 化 セ ンター 講義 室 a

国営昭和記念公園公式ホーム ペ ージ (sh o w akin e n - ko e n .jp)

(2 ) 時 間 ９時 ３０分 ～ １２時 ００分



年 受験者数

2003 1246

2011 559

2017 443

2018 383

2019 382

2020 277

2021 284

2022 280

2023 331
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友の会合格者

今年は友の会 「資格取得支援講座」の受講者から会員 5名、一般受

講者3名の合格者がでました 。「F IT友の会」の講師・スタッフの皆様方

に御礼申し上げます。

★重要 な お知 らせ★

１．新 合 格者 の方 に 森 林 インストラクター 東 京 会 （F IT）入 会 の お 誘 い

今 年合格 され た 方 は 、是 非 森 林 インストラクター 東 京 会 （Ｆ ＩＴ）へ の 入 会 をお 勧 め し

ます 。入 会 手 続 きは 、合 格 者 の皆様 に 郵送 す る入 会 説明会 の資料 をご参 照 くだ さ

い 。なお 、入 会 の ご意 向 の 有 無 に 拘 らず 、 2024年 1月 13日 （土 ）の 新 合 格 者 入 会 説

明 会 、新 年 観 察 会 、新 年 懇 親 会 へ の 参 加 を歓 迎 します 。 F IT活 動 の 理 解 や 新 しい

仲間 との 面 識 など得 るもの も多 い と思 い ます 。入 会 説 明会 ・新 年 観 察 会 ・新 年 懇 親

会への出欠は 、資 料 に 同 封 され てい るハ ガ キ に てご回 答 くだ さい 。

２． 2024年 度 （令 和 6年 度 ）年 次 総 会開催 に つ い て （ご予 定 くだ さい ）

● 日 時 ：2024年 3月 16日 （土 ）12時 30分 ～ 18時 （受 付 12:00よ り ）

・総 会 の 前 後 に 講 演会 、懇 親会 を予 定 してい ます 。

● 場 所 ：後 楽 園 「林 友 ビル 」6F

３．会 費 納入 （2024年 3月 1日 ～ 2025年 2月 28日 分 ）に 際 し、自 動 払込手続の お 願 い

ご存 じの 通 り会 費 の 納 入 は 、原 則 としてゆ うち ょ銀 行 の 自 動 払 込 を利 用 してい た

だ い てい ます 。事 務 量 の 削 減 の た め に も、まだ 手 続 き を され てい ない 方 は 、差 支

えの ない 限 り自 動 払 込 に ご協 力 い た だ き ます よ うお 願 い い た します 。申 込 用 紙 は

ホ ー ム ペ ー ジの （旧 ）会 員 の ペ ー ジ 「そ の 他 文 書 」に あ ります 「自 動 払 込 利 用 申 込

書 」を ダ ウ ン ロー ドの 上 （もし くは 事 務 局 あ て用 紙 請 求 ）、 1月 25日 までに お 申 し込

み くだ さい 。なお 、従 来 とお りの 振 込 み を され る方 に は 2月 初 旬 に 振 込 口 座 をご連

絡 い た します 。年 会費 は 5,000円 です 。

４．平 成 10年 度 、１5年 度 、 20年 度 、 25年 度 お よび 30年 度 の 初 回 登 録 者 の 方 へ 、登

録更 新の お 知 らせ

平 成 ３1年 １月 １日 付 け で登 録 した 森 林 インストラクター の 登 録 期 間 が 令 和 ５年 １２

月 ３１日 で終 了 となり ます 。特 に 資 格 を 平 成 30年 に 取 得 され た 方 は 本 年 末 が 5年

に 一 回 の 最 初 の 資 格 更 新 時 期 に 当 た ります 。す でに 全 国 森 林 レ クリエー ション協

会 か ら連 絡 が あ った か と思 い ます が 、この 更 新 を しない 場 合 、F ITの 会 員 資 格 も失

う（会 則 第 4条 ）ことに なります の でご注 意 くだ さい 。

減 る一 方 だ った 受 験 者 数 が よ うや く反 発 局 面 を迎 え、今 年 は 約 50

名 増 の 331名 となった 。コロナ 禍 が落 ち着 い てきた こと、オ ンライン講

習 の 導 入 で利 便 性 が 増 した ことなどが 考 えられ る 。更 なる増 加 を期

待 した い 。

一 方 、会 員 数 は 337名 と 1年 前 に 較 べ 8名 減 少 した 。減 少 は 発 足以

来 初 め てであ る 。会 員 の 高 齢 化 に よ る退 会 、受 験 者 減 少 に 伴 う入

会 者 の 減 少 など考 えられ るが 、今 の 状 況 が 続 け ば そ う急 な会 員 数

の 変 動 に は つ なが らない の では 考 える 。今 後 の 推 移 を見 守 りた い。
資料提供 （一社）日本
森林イ ン ストラ クター
協会
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F IT新 人 が 立 ち上 げ メンバ ーに聞 く！
長 く続 くF ITの 活 動 の 秘 訣 とは ？

1996（平 成 8）年 に 発 足 した 森 林 インストラクター 東 京 会 （F IT ）。 『F o r e s t通 信 V o l.8 』

に よ る と 、早 くも1999（平 成 11）年 4月 24日 (土 )に は 、第 1回 高 尾 山 親 子 ツアー が 開

催 され 、 20名 の お 客 様 と 12名 の 森 林 インストラクター が 参 加 され てい るよ うです 。ク

ガ ヒル とミミズ の 対 決 に 目 を輝 か せ る子 供 た ちの 様 子 が 生 き生 き と描 か れ てい ま

す 。そ こか ら、 24年 を経 て、今 年 歴 史 あ る 「親 子 観 察 会 」の 運 営 を担 当 させ てもらっ

てい る新 人 が宮入芳雄 さん ・藤 田 富二 さん に お 話 を伺 い ました 。

1 ） 親 子 観察会～宮入芳雄 さん ・藤 田富二 さん

2023（令和5）年11月12日、11月.29日インタビュー
立川、調布にて（清水・西出・立川）

立 ち上 げ の経緯

■ 「親 子 観 察 会 」は 、どの よ うな経 緯 で始 まった の でし ょ う？

宮 入 さん は 、立 ち上 げ に どの よ うに 関 わ られ た の でしょ うか？

（宮 入 ）米 澤 邦 昌 氏 さん や 三 沢 啓 人 さん が 「親 子 観 察 会 」立

ち上 げ の 功 労 者 です け ど 、米 澤 さん は 東 北 に 引 っ越 しされ 、

三 沢 さん は 電 話 した ら対 応 してお い てと言 わ れ た の で、僕 が

答 えます ね 。 1996（平 成 8）年 に 石 井 誠 二 さん が 発 起 人 となって

「森 林 インストラクター ・東 京 会 」（F IT）が 立 ち上 が りました 。そ の

後 、三 沢 さん や 岡 田 誓 さん 達 が F ITの 知 名 度 アッププロジェクトを精 力 的 に 展 開 して

くだ さり 、そ の 一 環 で 「親 子 観 察 会 」が 始 まりました 。立 ち上 げ 時 、企 画 してくれ た 人

た ちは ご苦 労 も多 か った と思 い ます が 、僕 は 参 加 させ てもらって毎 回 わ くわ くしてい

ました ね 。

■ 「親 子 観 察 会 」 で一 番 や りた か った ことは 何 です か ？

（宮 入 ）子 どもた ちに 色 々 な体 験 してもらい た か った です ね 。自 分 た ちでまず は 森 林

イン スト ラクター としての 実 践 をや ってみ なき ゃ い け ない 、とい う思 い が あ りました 。

今 だ った ら、班 長 さん に お 願 い でき るけ ど、そ うい う人 もい ない わ け だ か ら、そ れ ぞ

れ が 得 意 なことを 持 ち寄 って 、子 供 た ち と一 緒 に 遊 び なが ら進 め てい き ま した 。最

初 の 頃は 、日 影 沢 キ ャンプ場 を中 心 に 子 供 た ちに ゆ っくり観 察 してもらうよ うなスタイ

ル を取 ってい て、山 頂 までは 登 らない こともあ りました 。参 加 費 も500円 でした 。

個 人 的 な思 い 出

■ 活 動 初 期 の 、楽 しか った こと 、思 い 出 に 残 ってい る ことを聞 か せ てい た だ け ます

か ？

（宮 入 ）一 つ は 、虫 ト ラッ プです 。虫 ト ラッ プは 本 当 は 一 週 間 か け るの です が 、国 定

2023(令和5)年11月12日
甘党・辛党両方イ ケル口の
宮入さん
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公 園 内 なの で、そ の とき の 事 務 局 長 の 林 敬 太 さん と相 談 して 3日 間 だ け か け まし

た 。地 面 に 4ヶ所 、木 の 枝 に 1ヶ所 に か け て、木 の 枝 に ぶ ら下 げ た 豚 の 脂 に 寄 って

くる アオ オ サ ム シなどの オ サ ム シ類 、黒 砂 糖 を入 れ た 焼 酎

に 寄 ってくる “呑 兵 衛 ”の コガ ネ ム シ類 や モリチャバ ネ ゴキ ブ

リが か か り ま した が 、思 った ほ ど成 果 が 得 られ ませ ん で し

た 。

（宮 入 ）もう一 つ 、雪 の 日 に 開 催 した 親 子 観 察 会 もあ り ま し

た 。数 年前に 火事 でなくなってしまった ん です が 、日影沢キャ

ンプ場 に 二 階 建 ての 管 理 棟 「ウ ッデ ィハ ウ ス 」（※ 編 集 部 注

1）が あ って、雨 の 日 でも木 の 種 を飛 ば す 遊 び や 紙 芝 居 など

屋内 での プログ ラム が できた の で、「中 止 」とい うことは なかっ

た ん です ね 。来 れ る方 は 、来 てくだ さい 、とい うスタン スで、

あ る時 、もの す ごい 大雪の日に 2組 の親子がい らっしゃ って、

や っと歩 い てい って大 変 でした 。コガ ラとアト リの 混 群 が 飛 ん

でい て、子 供 た ちは 喜 ん でい ました け どね 。

（藤 田 ）日 影 沢 周 辺 で植 物 散 策 した 後 、まい ぎり式 火 起 こしや 焼 き 芋 を した ことが

あ って、す ご く盛 り上 が って、よ く覚 えてい ます 。あ とは 、小 菅 智 彦 さん と 2人 で、親

子 2名 を ガ イドした ことが あ った ん です が 、反 応 が 薄 くて 、 「ど うす る？ 」なん て困 っ

た こともあ りました ね 。

※編集部注 1：「ウッデ ィハ ウス 」は 、2012（平 成 24）年 4月 に事故 によ り焼 失 した。

■ 「親 子 観 察 会 」をご自 分 の F ITの 活 動 の 中 でどの よ うに 位 置 づ け てい ました か？

どの くらい の 年数 や時間 を割 い て活 動 され てい た の です か ？

（宮 入 ）「親 子 観 察 会 」で活 動 してい た のは 、 1-2年 です か ね 。F ITよ り前 の 1990年 代

初 頭 か ら携 わ ってい た 「桜 が 丘 公 園 雑 木 林 ボ ランテ ィア 」としての 里 山 （雑 木 林 ・谷

戸田 ）の 保 全管理の活動が忙 しか った の で。この 雑木林ボ ランティアは もう25年 やっ

てい ます 。

（藤 田 ）「親 子 観 察 会 」に 限 りませ ん が 、仕 事 では 高 尾 森 林 ふ れ あ い 推 進 セ ン ター

（以 降 、セ ン ター 、※ 編 集 部注 2）の 職 員 として、プライベ ー トでは F ITの メ ンバ ー とし

て、色 々 勉 強 しました ね 。植 物 は もちろん 、野 鳥 観 察 、ネ イチャー ゲ ー ム 、草 木 染、

ツル カゴ作 り 、写 真 など、八 王 子 図 書 館 で関 連 書 籍 を読 み つ くした り 、外 部 の 講 師

の方 に お 願 い して来 てい た だ い た りしました 。

※編集部注 2：1990（平 成 2）年 に「高 尾 森林 セン ター 」が 高尾駅北口に発足 した。1都 6県 の 国 有林 を 管理 す る

東 京 営 林 局 の 傘 下 に置 か れ 、当 初 は 、営 林 署 とふ れ あい 推 進 事 業 の 2つ の 機 能 を 兼 ね てい た 。現 在 は 、ふ

れ あい 推進事業のみ行 う 。ふ れ あい 推 進事業は 、国 民 に森林 を 理 解 してもらう ため の 様々 なイ ベ ン トや サ ー

ビ スを 提 供 し、現 在 は 全国 8ヶ所 に森 林ふれ あい 推進 セン ター が ある 。200 7（平 成 19）年 に、現 在 の 場所 に建

物が竣工 され た。藤 田 さん は 、発足 2年 後の 1992（平 成 4）年 か ら4年 、2003（平 成 15）年 に森林 イ ン ス トラ クター

の 資 格 を 取 得 後 に6年 、201 3 （平 成 25）年 か ら現 在 まで 、3回 にわ たって 「高 尾 森 林 ふ れ あい 推 進 セン ター 」に

勤 務 され て現在 に至 ってい る 。

活動の運営

2023（令和5）年11月29日
小笠原についてのお話は時間
切れで伺えず、次回に持ち越し
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■ 「親 子 観 察 会 」 の 運 営 スタイル は 時 を経 て変 わ ってき ました か ？ 変 わ った こと ・変

わ ってい ない こと両 方 を教 えてくだ さい 。

（宮 入 ）「親 子 観 察会 」は 、最 初 や りた い 人が 参加 して

い ました が 、徐 々 に 新 人の 登 竜門 となりました 。当 時

の 事 務 局 長 だ った 岡 田 さん が 主 導 して、資 格 を活 か

す ことが でき る よ う新 人 育 成 の システム を 作 られ ま し

た 。合 格 年 の メ ンバ ー でグ ル ー プを作 り 、 3年 間 、 「親

子 観 察 会 」、企 画 、広 報 を 体 験 す る ことに よ り 、森 林

イン ス ト ラクター と して活 動 でき る 基 礎 知 識 を 身 に つ

け られ るとい うシステム です ね 。

（藤 田 ）「親 子 観 察 会 」とい くつ か の イベ ン トが 、 20 0 7

（平 成 19）年 に ふ れ あ い 推 進 事 業 の 一 つ となりました 。私

は 、セ ン ター の 担 当 者 として F ITに 委 託 契 約 を頼 み に 行 く

立 場 で緊 張 しました よ 。当 時 の 石 井 誠 二 会 長 の 後 押 しもあ り 、なん とか 引 き受 け て

もらうことに なりました 。そ の 後 、 「協 定 イベ ン ト 」と名 前 が 変 わ りました 。事 業 実 施 数

は 増 えてき ました 。当 初 の 参 加 費 用 は 、 「親 子 観 察 会 」は 500円 、そ れ 以 外 の イベ ン

トは 1700円 でした 。

今 後 に 向 け て

■ もしも今 、ご自 分 が 、一 か らなん の 制 約 もなく、 「親 子 観 察 会 」を開 催 す る とした ら、

どん な場 所 、どん なコー スで実 施 してみ た い で す か ？

（藤 田 ）火 起 こしを 取 り入 れ てや ってみ た い です ね 。日 影 沢 に あ る炭 焼 小 屋 で炭 焼

き も一 緒 に や れ た らい い です よね 。つ い 最 近 も八 王 子 市 第 三 小 学 校 で 140名 の 小

学 ５年 生 に 座 学 の 森 林 学 習 、丸 太 切 り 、火 起 こし

を 体 験 してもらい ました 。ひ も切 り式 火 起 こしで 、 9

割 の 子 供 た ちが 火 を起 こせ ました よ 。

■ 「親 子 観 察 会 」が こん なに 長 く続 い た 秘 訣 は 何

だ と思 い ます か ？

（宮 入 ）F I Tの メ ン バ ー に と って学 び の 場 、発 表 の

場 として、毎 回 わ くわ くしてい た こと。

そ して 、や っぱ り新 人 が 毎 年 毎 年 新 しい 気 持 ち で

取 り組 ん でることじゃ ない です か ね 。

（藤 田 ）「親 子 観 察 会 」や 他 の イベ ン トを 、ふ れ あ い

推 進 事 業 の 一 部 として運 営 してい る ことで 、林 野 庁 の 下 部

組 織 であ る高 尾 森 林 ふ れ あ い 推 進 セ ン ター が 実 施 してい

るとい う対 外 的 信用 度が得 られ た り 、森 林 インストラクター の 資 格 を持 った 人 の 活躍

の場が できる メ リッ トは あ ります よね 。

■ 今 後 、 「親 子 観 察 会 」を運 営 す るに あ た って、アドバ イスは あ ります か ？

（藤 田 ）F ITの メンバ ー に お す す め した い のは 、セ ンター で作れ る 「木 (き ぃ)ホ ル ダ ー」。

樹 木 の 説 明 をしてい ても外 観 か らしか 分 か らない か ら、 「こん な材 なん です よ 」と説 明

でき て面 白 い と思 い ます よ 。フサ ザ クラの 材 に は 日 本 刀 の 波 紋 み た い な文 様 が 出

た り 、クワ の 材 は お 猪 口 に 使 わ れ てい るけ ど本 当 に き れ い だ った り 、カツ ラや カヤ

なん か もあ ります 。クラフト体 験 室 に 来 て くれ れ ば 森 林 イン スト ラクター としての 引 き

出 しも多 くなります か らぜ ひ お 越 しくだ さい 。

2023(令和5)年10月22日
秋の親子観察会

2023(令和5)年10月22日
秋の親子観察会



回数 実施日 概要

参加者20名、FIT12名

1号路～ケーブルで下り～東京都高尾自然博物館で昼食・見学

参加者42名、FIT人数不明

日影沢～いろはの森～4号路

昆虫トラップ

参加者21名、FIT13名

日影沢～一丁平～高尾山頂～1号路

参加者26名

6号路～山頂～1号路

参加者42名、FIT16名

いろはの森

「五感で味わう森の息吹」

参加者36名、FIT16名

親子ではなく、大人のみ募集。稲荷山。

第7回 2000/8/5 2日間で76名、FIT人数不明

第8回 2000/8/26 日影沢周辺で植物観察や木の実づくり、昆虫トラップ

参加者46名、FIT11名

午前中は日影沢キャンプ場で「形さがしハイク」、竹トンボ大会

いろはの森～4号路～山頂～慰霊塔広場

参加者7名、FIT19名

雪の日影沢で植物や野鳥の観察、ウッディーハウスで森の遊びやゲーム

第1回 1999/4/14

第2回 1999/8/8

第3回 1999/11/13

第4回 2000/2/26

第5回 2000/4/22

第6回 2000/6/10

第9回 2000/11/25

第10回 2001/1/27
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『F ores t通 信 』に 見 る第 1回 ～ 第 10回 の 親 子観察会

〈編 集 後記 〉

・今か ら24年 前 、子 ども達 を喜ばせようと仕掛け た 虫 トラッ

プで、 「思 うよ うに 成 果 が 得 られ なか った ん だ よ ぉ」とまる

で昨 日 の ことの よ うに 残 念 が る宮 入 さん 。子 ど も達 に 火

起 こしを 体 験 してほ しい と熱 く語 る藤 田 さん 。子 ど も達 に

森 を楽 しん でほ しい 、森 の 楽 しさを 伝 えた い とい うF I Tの

メ ン バ ー の 設 立 初 期 か らの 強 い 思 い が 、今 も引 き 継 が

れ てい ます 。 （西 出 記 ）

・初 夏 と秋 の 2回 を 経 験 した 親 子 自 然 観 察 会 。運 営 面 で

は 、準 備 の 仕 方 や 想 定 コー スタイム 作 り 、先 輩 班 長 達 との 一 体 感 作 りなど成 果 を得

ることが でき ました 。でも、小 学 校 低 学 年 の子 どもの 声 （アンケ ー ト ）は 、 「また 参 加 し

た い 」が 多 くない の です 。もりもり会 内 部か らも「登 山 偏 重 に なってい た か も」とい う反

省 の 声 が 出 ました 。先 輩 た ちの 形 を なぞ るの に 精 一 杯 で、参 加 者 目 線 が 不 足 して

い た か もしれ ませ ん 。お 二 人 の 先 輩 が 一 緒 に なって楽 しん でい た 姿 に ふ れ て、改

め て考 えさせ られ ました 。 （立 川 記 ）

イ ラ ス ト：鈴 木 歩
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立 ち上 げ の経緯

■ 「多 摩 の 森 ・大 自 然 塾 鳩 ノ巣 フィー ル ド」を 始 め た き っか け を教 えて くだ さい 。い

つ 頃 、どの よ うな経 緯 で始 まった の でしょ う？ 田 島 さん は 、立 ち上 げ に どの よ うに 関

わ られ た の でしょ うか ？

「大 自 然 塾 」の 構 想 は 、 2002（平 成 14）年 、東 京 都 が 西 多 摩 の 荒 廃 した スギ 、ヒ ノキ

の 人 工 林 整 備 を計 画 し、 N PO法 人 森 づ くり フォー ラム （以 下 、森 づ くり フォー ラム ）が

そ の 事 業 を受 託 。森 づ くり フォー ラム が 森 林 ボ ラン テ ィア各 団 体 に 呼 び か け を行 い

ました 。 F ITに も声 が か か り 、常 駐 の 事 務局 実 働部 隊 の 認定 特 定 非営 利 活動 法 人 J

U ON N ETW OR K（樹 恩 ネ ッ トワ ー ク）（以 下 、樹 恩 ）とともに 、 F ITが そ れ に 応 える形 で

始 まりました 。

松 井 一 郎 さん 、岡 田 誓 さん 、関 谷 重 彦 さん 、私 が 活 動 してい た の です が 4人 組 と呼

ば れ てい ました 。松 井 さん に よると、どうや ら私 が 、最 初 に 「『森 林 』インストラクター な

の だ か ら、この 呼 び か け に 応 えない の は お か しい ！ 応 えよ うじ ゃ ない か ！ 」と事 業

部 会 か なん か で言 った らしい ん です よね 。後 か ら、 「田 島 さん が 言 った ん だ か ら」と

松 井 さん に ず い ぶ ん 発 破 をか け られ ました （笑 )。

森 づ くり フォー ラム 、樹 恩 、 F ITの ３者 が 協 力 して、 2002（平 成 14）年 秋 か ら「市 民 が 主

体 の 100年 の 森 づ くり 」を 行 う「多 摩 の 森 ・大 自 然 塾 鳩 ノ巣 フィー ル ド」が 東 京 都 主 催

事業 （※ 編 集 部注 1）としてスター トしました 。

※ 編 集 部 注 1：東 京 都 は 当 初 か ら主 催 につ い て 、時 限 を 決 め てお り 、20 0 8年 ４月 に主 催 は 東 京 都 か ら森 づ

く りフォ ー ラ ム に代わ った。東 京都は引 き 続 き 後援 として関与 してい る 。

鳩 ノ巣 に 決 まった 経 緯 は 、檜 原 村 南 郷 地 区 など 2～ 3か 所 の 色 々 なフィー ル ドを見 学

しに 行 って、駅 か ら近 くて電 車 でも通 えた こと 。山 主 の 方 は 、森 づ くり フォー ラム が 契

2) 多摩の森・大自然塾 鳩ノ巣フィールド

～田島弘志さん

F ITの 森 林 塾 （鳩 ノ巣 フィー ル ド）は 、自 主 作 業 （毎 月 第 2日 曜

日 ）、森 づ くり ・技 術 講 座 全 5回 （第 3土 曜 日 ）、 「多 摩 の 森 ・大

自 然 塾 」（毎 月 第 3日 曜 日 ・三 者 で運 営 ）の 3種 類 を行 ってい

ます 。ことの 始 まりは 、 2002年 「多 摩 の 森 ・大 自 然 塾 鳩 ノ巣

フィー ル ド」へ の 参 加 でした 。そ して 、 F I Tの 森 林 整 備 は 、今

や 鳩 ノ巣 フィー ル ドだ け では なく、パ ウ ロの 森 くらぶ 、お 日 の

森 くらぶ の 3か 所 に 広 が ってお り 、森 林 施 業 に 加 えて草 木 染

め 、木 工 、昆 虫 ・植 物 観 察 会 など内 容 も広 が りました 。今 回、

「多 摩 の 森 ・大 自 然 塾 鳩 ノ巣 フィー ル ド」創 設 時 の メ ンバ ー

で 、自 ら鳩 ノ巣 に 通 った 田 島 弘 志 さん に 、 「大 自 然 塾 」に 焦

点 を当 てて話 を聞 くことが でき ました 。

2023年11月22日インタビュー
花小金井駅北口にて（西出・立川）

田島師匠と「鳩ノ巣フィールド

を 頼むよ ！」と檄を 飛ばされ

た立川
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約 し、毎 年 森 林計画 を渡 してい るそ うです 。

個 人 的 な思 い 出

■ 活 動 初 期 の 、楽 しか った こと 、思 い 出 に 残 ってい る ことを 聞 か せ てい た だ け ます

か ？

月 １回 、 F IT内 の 自 主 作 業 が あ り 、月 １回 、 「大 自 然 塾 」

が あ る とい うス タ イル は 今 と同 じです 。そ れ に 加 えて 、

森 づ くり の 現 場 作 業 を 習 った り 、大 規 模 に 植 樹 す る 時

に は 連日準 備 に 行 きました 。 F ITは 班 長 を引 き受 け ると

なる と 、事 前 に 研 修 が 必 要 で、定 例 作 業 の 他 に 、多 い

時 は 月 に 5-6回 は 通 い ました 。

また 、地 元 の 方 とも交 流 を深 め 、こん に ゃ くづ くり 、わ さ

び 田 づ くり 、地 元 の お 祭 りへ の 参 加 など、不 定 期 の イベ

ン トも色 々 開 催 してい ました 。

最 初 の ころは 、４人 組 は 、い つ も青 梅 駅 に 集 合 し、関 谷

さん の 車 で鳩 ノ巣 フィー ル ドまで 30分 か け て通 ってい ま

した 。新 島 林 業 塾 (※ 編 集 部 注 2)で新 島 敏 行 先 生 の 弟

子 だ った 関 谷 さん か ら色 々 教 わ りなが らね 。また 、樹 恩

の 中嶋敏男 さん （※ 編 集 部 注 3）は 、森 づ くりに つ い て詳

し く教 えて くれ ました 。情 熱 家 の 中 嶋 さん に 教 えてもらっ

た ことが 、今 、F ITの 財 産 に なってい ると思 い ます 。

2008（平 成 20）年 か ら2015（平 成 27）年 に か け ては 、新 島 敏 行 先 生 に も、プロの 現 場

に 連 れ てい ってもらい 、民 家 の 庭 の ケ ヤ キ の 大 木 を伐 採 す る とい った 規 格 外 の 仕

事 も指 導 してい た だ きました 。吊 り上 げ た り 、難 しい ん です ね 。

※編集部注 2 ： 「新 島林業塾 」

奥 多 摩 町 で 1 9 9 6 （ 平 成 8 ） 年 か ら新 島 敏 行 先 生 が 主 宰 され た森

林 ボ ラ ン テ ィアの 指 導 者 を 養 成 する 塾 。著 書 に 『 プ ロ が 教 え る

森の技 ・山 の作法 』が あ る 。

参 考 UR L ） 「森 の技 ・山の作法 」現 地研修の記録

h ttp:/ / w w w .f o re st- to kyo .o rg/ f o re st/ s in r in jyu ku / e n try.h tm l

※ 編 集部注 3 ： 「樹 恩の中嶋敏男 さん」

樹 恩 が 行 ってい た 「森 林 ボ ラ ン テ ィア青 年 リ ーダー養 成 講 座 in 東

京 」の 第 １期か ら第 2 0期 まで技術指導者 を務めた。同講座の修了

生 で構 成 する 「東 京 ヤン グ ジュオン 」の 「師 匠 」 で もあ った。なお 、

樹 恩 では 「里 山 ・森 林 ボ ラ ン テ ィア入 門 講 座 in 東 京 」 と改 称 し 、現

在 第 2 5期 を 運 営中 。・ ・ ・ 「 J U ONの あ の 人 第 1 0回 中 嶋敏 男 さん

（ JU ON N ETW OR K 2 0 1 1 年 第 8 0号 ） 」 、ならびに 「 JU ON N ETW O

R Kホーム ペ ージ 」よ り 。

2003（平成15）年3月29日

第1回植樹祭 80名もの森林ボラ ン

ティアが集まり、完全伐採の森に広葉

樹と針葉樹を 植樹

2004（平成12）年3月28日

第2回植樹祭
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■ 活 動 初 期 の 、ご苦 労 され た ことを 聞 か せ てい た だ け

ます か ？ そ れ らを 、どの よ うに 乗 り越 えられ ました か ？

とに か く楽 しか った 。自 分 た ちも新 しい ことを習 い なが ら、

「走 りなが ら考 えよ う」を 合 言 葉 に してい ました 。 「大 自 然

塾 」に は 、 50-60名 の 森 林 ボ ランティアが 集 まり 、 F ITの メ

ン バ ー も樹 恩 と共 に 班 長 を 務 め てい た の で 、班 長 も養

成 しなけ れ ば い け なか った 。

F ITに も森 づ くりに つ い て習 い た い 人 が た くさん い て、女

性 でも班 長 として活 躍 した 方 が た くさん い ました よ 。鳩 ノ巣 フィー ル ドが 、 F ITの 森 づ く

りを学 ぶ唯一の場だ った か ら、ここで学ん で、「パ ウ ロの森 くらぶ 」や 「お 日 の森 くらぶ」

などで活 躍 され てい る方 もた くさん い らっしゃ い ます ね 。

■ 「多 摩 の 森 ・大 自 然 塾 鳩 ノ巣 フィー ル ド」を ご自 分 の F ITの 活 動 の 中 でどの よ うに

位 置 づ け てい ました か ？ どの くらい の 年 数 や 時 間 を割 い て活 動 され てい た の です

か？

2002（平 成 14）年 か ら2013（平 成 25）年 までの 10年 間 、圧 倒 的 に この 活 動 を一 番 に 位

置 づ け てい ました 。自 主 作 業 も、体 調 が 悪 か った 数 回 を除 い て 、 99%は 通 ってい た

ん じゃ ない か な。 80人 余 りが 参 加 した 2003年 の 初 植 樹 祭 、 2004年 の 植 樹 祭 では 、準

備の た め 直 前 に は 何日 も通 い ました 。

活 動 の 運営

■ 「多 摩 の 森 ・大 自 然塾 鳩 ノ巣 フィー ル ド」を継 続 す るに あ た って特 に 工 夫 され た こ

とは どん な点 です か ？森 づ くりフォー ラム 、樹 恩 ネ ッ トとの 協 力 関係 で、良 か った 点 ・

ご苦 労 され た 点 など教 えてくだ さい 。

樹 恩 は 全 国 の 大 学 生 協 を母 体 とした 大 き な組 織 で、常 駐 の 事 務 局 長 が い て、学 生

ボ ランティアが 手 伝 ってい ました 。月 １回 、大 学 生 協 杉 並 会館 に 樹恩 ・森 づ くり フォー

ラム ・F ITの ３者 が 集 まり運 営 会 議 を実 施 し、企 画 立案は ３者 で行 い 、イベ ン トの 班 長

は F ITと樹 恩 、事務局は樹恩 とい う役割分担でうまく回っ

てい ま した ね 。樹 恩 は しっか り した 組 織 で人 材 もい ま

す 。連 絡 協 議会 に は ぜ ひ 参加 す るとい い です よ 。

■ F I Tの メ ン バ ー を どの よ うに 巻 き 込 ん でい き ま した

か ？

とに か く鳩 ノ巣 フィー ル ドの 情 報 を発信 し続 け ました 。

そ の 前 に 、 1999（平 成 11)年 、私 が F ITの 新 人 だ った とき、

F or es t通 信 は 、広 報 部 員 一 人 で担 当 してい る よ うな状 況

でした 。 1-2年 目 の 会 員 数 名 で 「勝 手 連 」なん て言 い なが ら、 2000（平 成 12）年 ７月 の

V o.l.10か ら編 集 を担 当 す るよ うに なりました 。 「（旧 ）会 員 の ペ ー ジ 」に アップされ てい

る vol.10に 、そ の 時の 経緯 を書 い てい ます よ 。

鹿ネット用のくい打ち

伐倒受け口の切り方を 熱血指導中
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「大 自 然 塾 」が 始 まってか らは 、山 の さま

ざまな作 業 の こと 、植 生 や 地 元 の 皆 さん

との 交 流 、研 修 会 などの 様 子 なん か を M

Lや H Pに もば ん ば ん 紹 介 （※ 編 集 部 注 4）

してい ました ね 。

※編集部注4： 参考URL） 活動報告 http://www.for

est-tokyo.org/forest/hatonosu/katudo.htm

今後 に 向 け て

■今後 、「多摩の森 ・大自然塾 鳩ノ巣フィー

ル ド」を 持 続 可 能 なもの に してい くた め に

は 、何 が 必 要 だ と お 考 え で す か ？ 後 輩

への アドバ イスをお 願 い できます か？

楽 しん でや れ ば い い ！ もち ろ ん 安 全 は 厳 密 に 守 りなが らです が 。 50年 以 上 の 木 の

一 生 か らした ら、自 分 が 関 わ れ る時 間 は 一 瞬 に 過 ぎない の だ か ら、とに か く楽 しん

でほ しい なと思 い ます 。自 分 は 、家 庭 の 事 情 で通 えな くなってしまい ました が 、本 当

に 楽 しか った し、語 れ ることは 山 ほ どあ ります 。

そ して 、面 白 い と思 う情 報 は どん どん 発 信 してい った らい い の では ない か と思 い ま

す よ 。た だ 参 加 す るだ け でなく、企 画 運 営 してい く核 に なるスタッ フに 自 らなった り 、

育 てた りして、これ か らも盛 り上 げ てい ってほ しい です 。

地拵えの残材整理中

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〈編 集 後 記 〉

・今 年 、森 づ くり ・技 術 講 座 でお 世 話 に なった 鳩 ノ巣 フィー

ル ド。田 島 さん に 、 20年 以 上 前 の 皆 伐 後 の 斜 面 が 広 が る

写 真 を見 せ てい た だ き 、シ ョッ クを受 け ました 。今 では 、 F

ITの 先 輩 や 森 林 ボ ラン テ ィアの 方 々 に よ って丁 寧 に 手 入

れ され た 針 葉 樹 や 広 葉 樹 が 覆 い 、心 地 よ い 風 が わ た っ

てい ます 。今 の 自 分 に 、 20年 後 の 森 を 想 像 でき るか 、そ

れ を創 るた め に 何 が でき るか 問 わ れ てい る気 が しました。

（西 出 記 ）

・細 い 身 体 に 情 熱 が い っぱ い 詰 まってい る田 島 さん に 刺

激 を受 け ました 。 「『森 林 』イン ス ト ラクター なの だ か ら、森

林 を守 り育 てなくち ゃ 」とい う覚 悟 に 共 鳴 しました 。先 日 、 「大 自 然 塾 」に 初 め て参 加

しました が 、学 生 さん や 一 般 の 方 た ち と一 緒 に 作 業 して 、そ れ ぞ れ の 方 に そ れ ぞ

れ の思 い が あ るよ うに 感 じました 。私 は 来 年全参 加 を目 指 す ことを目 標 とします 。さ

さや か な覚 悟 です 。 （立 川 記 ）

イラ スト：鈴木歩
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

立 ち上 げ の 経緯

■ 「高 尾 山 G reen C lea n作 戦 」は 、どの よ うな経 緯 で始 まった の でしょ う？ 津 田 さん は、

立 ち上 げ に どの ように 関 わ られ た の でしょ うか ？

2010（平 成 22）年 頃 、長 岡 俊 夫 さん が F ITの メ ン バ ー か ら有 志 を つ の って高 尾 山 の

ゴ ミ拾 い を始 め 、私 も参 加 してい ました 。 「F I Tの 中 だ け では もった い ない 。一 般 の

ボ ランティアを募 って、もっと大 々 的 に や った らい い の では ？ 」と企 画 し、 2011（平 成 2

3）年 4月 2日 に 第 1回 目 を実 施 しました 。そ の 頃 、 「パ ウ ロの 森 くらぶ 」の 総 括 幹 事 を

や ってい た の で（後 述 ）、長 岡 さん と幹 事 交 代 しました 。最 初 は 口 コミで人 を集 め 、 F

acebookや Tw it t e r、趣 味 人 などの SN Sも併 用 して発 信 した 効 果 に よ り参 加 者 が 漸次

増加 しました 。

■ 「高 尾 山 G reen C lea n作 戦 」 で一 番 や りた か った ことは 何 です か ？

一 般 参 加 者 と一 緒 に ゴミ拾 い の ボ ラン テ ィア活 動 を通 じて社 会 貢 献 をす る ことを何

よ りや りた か った 。観 察 会 では 一 般 参 加 者 に 対 してど うしてもF I Tス タ ッ フの 上 か ら

の 目 線 に なりが ちなの で、お 互 い ボ ラン テ ィアとい う対 等 な立 場 で協 同 してい くこと

を表 す 魅力 的 なキ ャッチコピー が 必要 だ なと考 えて、ゴミ、清 掃 とい った 格 好 悪 い 用

語 を使 わ ない よ う、 「高 尾 山 G reen C lean作 戦 」と名 付 け ました 。

また 、自 然 豊富 な高 尾山の四季 を知 り尽 くす こと。 7コー スを選 定 して、毎 月 違 うコー

スを歩 け る よ うに しました 。 7コー ス x 12ヶ月 ＝ 84通 り を 歩 くに は 、皆 勤 賞 でも、 7年

か か るわ け です 。

個 人 的 な思 い 出

■活動初期の 、思 い 出 に 残 ってい ることを聞 か せ てい た だ け ます か ？

当 時 は とに か くゴ ミが 多 くて、我 々 の 活 動 に よ りゴ ミが 目 に 見 えて減 少 した ことです

3 ） 高 尾 山 Gree n C le a n作 戦 ～ 津田勝 さん

2 0 2 3 （令 和 5 ）年 1 1月 2 4日 イ ン タビ ュー

新宿御苑に て （西 出 ・立 川 ）

2023(令和5)年11月24日

新宿御苑近くの穴場の魚定食のお

店「安芸」を教えていただきました。

2023 (令 和 5)年 11月 4日 に なん と 150回 を迎 えた 「高 尾 山

G reen C lea n作 戦 」。もう何 年 も通 ってくだ さってい るお 客

様 と F ITか ら参 加 して くだ さる皆 さん に 支 えられ て、毎 月

一 度 、和 気 あ い あ い とした 雰 囲 気 で実 施 され てい ます。

最 近 では 、自 然 を守 るボ ラン テ ィア活 動 を探 してい て見

つ け ました ！ と参 加 す る若 い 世 代 の お 客 様 も増 えてき

た 中 、国 連 で SD G sが 採 択 され た の は 2015（平 成 27）年

よ り 4年 も前 に 「高 尾 山 G reen C le a n作 戦 」を 立 ち上 げ た

津田勝 さん に お 話 しを伺 い ました 。
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ね 。登 りも下 りもゴミを拾 ってい ました 。登 山 客 に ゴミを持 ち帰 る習 慣 も根 付 い てい な

か った の で、ゴ ミを 拾 ってい る と、見 知 らぬ 登 山 客 か ら「ゴ ミ持 ってい って。 」なん て言

わ れ た もの です 。今 の 高 尾山は きれ い に なりました ね 。

他 に は 、リピー ター さん も多 くて、 F ITの メ ンバ ー に 刺 激 を受 け た 参 加 者 の 中 か ら森

林 インストラクター 資 格 の 受 験 者 も増 えて、そ うい う意 味 でもF ITに 貢 献 でき た ん じゃ

ない か な。後 に 「高 尾 山 G reen C le a n作 戦 」の 統 括 幹 事 を勤 め た 稲 葉 力 さん や 槙 田

幹夫 さん もそ うでした ね 。

印 象 に 残 ってい る思 い 出 として、留 学 してい る中 国 人 の 大 学 生 とそ の 友 達 が 8名 で

参 加 した ことが あ りました 。事 前 に 先 生 経 由 で注 意 は 伝 えてい た の です が 、当 日 は

何 も持 ってこなくてね 。食 べ 物 と飲 み 物 をす ぐに 買 ってもらって、中 国 語 が できた 小 田

野紀芳 さん 達が サ ポ ー トして、案 内 しました 。

■ F ITの 活 動 に どの くらい の 年 数 や時間 を割 い て活 動 され てい た の です か ？

合 格 した の は 2003（平 成 15）年 。 「い ち ご会 」で 、 （今 回 「親 子 観 察 会 」の イン タビ ュ ー

に 応 じてくれ た ）藤 田 富 二 さん も同 期 です 。 2004（平 成 16）年 か ら最 初 の 3年 間 は 、周

りに す ごい 方 ば か りい た の で、追 い つ こうと 「親 子 観 察 会 」も「鳩 ノ巣 自 主 活 動 」も皆

勤 賞 で参 加 しました 。 4年 目 ぐらい で少 しだ け 自 信 と余 裕 が 出 てき た か な。 「高 尾 山

G reen C lea n作 戦 」も下 見 を 1回 だ け じゃ なくて、 2回 や った り 、どの イベ ン トでも安 全 の

た め に 下見は重視 してい ました 。

ち ょ うど 1年 目 に パ ウ ロ学 園 の 新 任 の 校 長 先 生 か ら当 時 の 事 務 局 長 の 岡 田 誓 さん

に 協 力 依 頼 が 来 た タイミン グ で、 1年 目 なの に 統 括 幹 事 に 手 を挙 げ ました 。高 校 野

球 の 監 督 をや ってい た か ら高 校 生 に は 慣 れ てい る と言 ってね 。そ こで 7年 間 、 2010

（平 成 22）年 まで総 括 幹 事 を務 め ました 。他 に も、田 園 調 布 学 園 の 講 師 派 遣 の プロ

グ ラム の 立 ち上 げ に も手 を挙 げ た り 、企 業 と連 携 した イベ ン トなどもや ってい ました。

活 動 の 運営

■ 「高 尾 山 G reen C lea n作 戦 」 を継 続 す るに あ た って特 に 工 夫 され た ことは どん な点

です か ？

一 般 参 加 者 に リ ピ ー ター に な ってもらう工 夫 を 色 々

行い ました 。スタンプを押 す パスポ ー トを発行 した り、

ネ イチャー クラフト （※ 編 集 部 注 1）を渡 した り 、 10回 参

加 す るごとに 名 札 の リボ ンの 色 を変 えた りしました 。

参 加 者 どうしで、名 札 の リボ ンの 色 自 慢 もあ った り し

ま した よ 。また 、一 般 参 加 者 の 活 動 ぶ りの 写 真 を撮

影 して 、個 別 に 送 ってあ げ る なん てこと もしてい ま し

た ね 。振 り返 り も、一 般 参 加 者 も一 緒 に 高 尾 山 口 駅

前 に あ った 「稲 毛 屋 」（現 在 は閉店 ）でや ってい ました。

議 論 が 白 熱 した こともあ りました が 、明 る くや ってい ま

した ね 。

※ 編 集部注 1：初 期 は 松原倝也 さん 、現 在は 槙田幹夫 さん が 制 作 。

■ F ITの メ ンバ ー をどの ように 巻 き込 ん でい きました か ？

2021(令和3)年11月6日

第126回、日影沢～いろはの森コース
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F IT M Lに 案 内 を送 った だ け です が 、当 初 か ら多 くの メ ンバ ー が 参加 してくれ ました 。

長 く続 け るた め に 、中 心 となる統 括 幹 事 は どん どん 変 わ った 方 が い い と考 えてい た

の で、僕 も3年 や って八 木 美雄 さん に 引 継 ぎました 。

■ 「高 尾 山 G reen C lean作 戦 」の 運 営 スタイルは時 を経 て変 わ ってきました か ？ 変わっ

た こと ・変 わ ってい ない こと両 方 を教 えてくだ さい。

最 初 の 頃 は 、班 分 け を せ ず 一 団 となって 、 F I Tメ

ンバ ー が 自 由 に 参 加 者 と交 流 しなが ら、ゴミ拾 い

をす るスタイル でした 。A 4の 1ペ ー ジに そ の 日 の

観 察 ポ イン トを簡 潔 に 5つ ぐらい リストアップして、

解 説 を詰 め 込 み 過 ぎない よ うに してい ました 。参

加 費 は 、保 険 代 として 100円 の み で、 F ITメ ンバ ー

に は 資料 も配 布 してい ませ ん でした 。

自 分 が 総 括 幹 事 を引 き 継 い だ 後 、途 中 か ら、安

全 の た め に 班 分 け し 、自 然 観 察 を 重 視 す る よ う

に なりました 。引 率 す る F IT班 長 の 上 か ら目 線 に

なりが ち なの で、一 般 ボ ラン テ ィア参 加 者 の 対 等 な仲 間

意識が希薄 に ならない か 気 に か か ります ね 。

今 後 に 向 け て

■ 「高 尾 山 G reen C lea n作 戦 」が こん なに 長 く続 い た 秘 訣は何 だ と思 い ます か？

高 尾 山 の 四 季 を通 じた 豊 か な自 然 の 魅 力 が 大 き い です ね 。そ して、 F ITの メ ンバ ー

の 熱 意が 、長 く続 い た 秘 訣 だ と思 い ます 。

■ 今 後 、 「高 尾 山 G reen C le a n作 戦 」を 持 続 可 能 なもの に してい くた め に は 、何 が 必

要 だ とお 考 えです か ？ 後 輩 へ の 期 待 に つ い て、苦 言 も含 め て、一 言 い た だ け ます

か ？

社 会 貢 献 の スピ リ ッ ト を 持 って 、 F I Tの メ ン バ ー だ け で固 まらない で、一 般 参 加 者 と

“一 心 同 体 ”に や ってい く姿 勢 が大事 なん じゃ ない か と思 い ます 。運 営 としては 、ネ ッ

トや SN Sは 積 極 的 に 活 用 した 方が よい の では ない か と思 い ます 。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〈編 集 後 記 〉

・ F ITに 入 会 して 1年 目 か ら、パ ウ ロ学 園 の 案 件 に も、田 園 調 布 学 園

の 案 件 に も、 「 主 幹 事 を や り たい ！ 」 と 手 を 挙 げて 、や り 遂 げた津 田

さん。学 生 時 代 に は 、夏 は 高 校 野 球 の 監 督 、冬 は 蔵 王 に こもってス

キー＆ 麻 雀 合 宿 。そこか ら、 F ITで の や んち ゃ っぷ り に 直 結 し てい る

人生が素敵だなと思い ました。大変だったことは 「あ んまりなかったなぁ」

「落 ち 込 んでは い られ なか ったよ 」 と笑 ってい る姿 、これ ぞ長 く続 くF IT

の 活動 を切 り開 い た秘訣だと感 じました。（西 出 ）

・ なんて立 ち姿 が 格 好 い い 方 だろ うと 、待 ち 合 わ せ 場 所 の 新 宿 御 苑

の 入 口 で感 じま した。 「社 会 貢 献 」 を 柱 に 、一 貫 してアクテ ィブ 、ポ ジテ ィ

ブな姿勢 でボ ラ ン テ ィアしてき た津田 さん。今 度は スキーを教 えてください 。（立 川記 ）

イ ラ スト：鈴木歩

2023(令和5)年11月4日

第150回、小仏～城山コース



タテのカギ
1 富士山では今年は10月5日でした

2 秋葉原駅発○○エクスプレス

3 皇居のお堀にも生えている浮葉植物

4 山形県にある修験道の山々

7 授業中は禁止です

9 コロナ規制が○○されて高尾山が混んでいる

ヨコのカギ
1 これを見に山に登る人が多い

5 早春の風物詩　シダの一種

6 コウゾ、ミツマタ、埼玉県比企郡小川町

8 ウダイカンバは一般にこう呼ばれています

9 このから揚げは今では高級料理

10 雪の上の動物の足跡はフィールド○○と呼ばれます

11 春の七草の1つ

12 好きな人は作っている所に必ず寄る

13 千葉県では周辺人口より多い地域がある
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＜事務局便 り＞

今 年 も早 い もの で師 走 を迎 え、残 り日 数 も少 なくなってき てい ます 。寒 い 日 が 続 きま

す が 、体 調 管 理 に は 十分 に 気 を付 け て、日 々 の活動 に ご活 躍 くだ さい 。

今 年 の 合 格 者 も発 表 され 、 F ITに 新 た な仲 間 を迎 える季 節 となりま した 。新 合 格 者

への説明会 、入会手続 き 、新 年観察会に 引 き続 き総会開催 と行事が目白押 しです。

会 員 の 皆 様 に もさまざまな場 面 でご協 力 をお 願 い す る ことに なります が 、よ ろ し くお

願 い い た します 。

● 会 員 情報

会員数 （２ ０ ２ ３年 11月 30日 現 在 ） 337名
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光合成をやめた植物3種の種子の運び手をカマド

ウマと特定 ―風も鳥も哺乳類も手助けしない植

物の種まき方法―

https://www.kobe-u.ac.jp/research_at_kobe/NE

WS/news/2017_11_13_01.html

猛毒のシキミ種子を運ぶ動物がいた

https://www.ffpri.affrc.go.jp/research/saize

nsen/2018/20180302-02.html

オオサンショウウオの交雑種、ついに… 「在来

種が絶滅する危惧」

https://www.asahi.com/articles/ASQ7G66YMQ71P

ITB004.html

飛べない昆虫「ナナフシ」の長距離分散の痕跡を

遺伝解析で発見 ～鳥の摂食による移動は頻繁に

起こっていた!?～

https://www.kobe-u.ac.jp/research_at_kobe/NE

WS/news/2023_10_11_01.html

クマゲラ 白神山地で9年間姿見えず

https://www.toonippo.co.jp/articles/-/168328
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